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3 点 DCB ,, を通る平面を 、3点 GFE ,, を通る平面を  とする。 

ts  のとき、 AGAFAE  であり、  は と平行なるから、 ts  である。 

 

ts  のとき 

EF の延長が とぶつかる点を P 、 EGの延長が とぶつかる点をQとする。 

FGはCDと平行であり、直線 PQもCDと平行である。 

 

正の実数 lk, を用いて、 lBCBPkEFEP  , とおける。 
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3 点 DCB ,, を通る円と、 PQが接しているとき、 4:3::  BQBDBPBC である。 

すなわち、 PQが 3点 DCB ,, を通る円と共有点を持つ条件は 
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ts  のとき 

FE の延長が とぶつかる点を P 、GEの延長が とぶつかる点をQとする。 

このとき、CDと、CDと平行な直線 PQは、点 B を挟んでいる。 

PQは、3点 DCB ,, を通る円と共有点を持つことはない。 

 

以上により、求める条件は 

tsts  ,10,10 の条件下で 
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t は双曲線の方程式であるから、 

図示すると右図の通り。境界線は太線部のみ含む。 

 

 

※座標設定してもよい。 
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